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熊本県天草家畜保健衛生所 

高病原性鳥インフルエンザ 
特別防疫対策期間に突入！！ 

 昨年11月以降、全国的に高病原性鳥インフルエンザ(HPAI) の発生が相
次ぎ、9県24農場で発生しました。3月16日の千葉県の発生を最後に終息
しましたが、今年も渡り鳥の飛来する季節がやってきました。 
 熊本県では、HPAIの発生が最も危惧されるH23年11月1日～H24年3
月31日までの5ヶ月間を「高病原性鳥インフルエンザ特別防疫対策期間」
と定め、県内における本病の発生予防および早期発見に万全を期すため、
防疫対応を強化しています。 
 アジア地域における発生状況を見ると、9月以降もバングラデシュ、カン
ボジア、インドでの発生が見られています(アジア諸国における悪性伝染病
発生情報参照)。 
 再度防鳥ネットの破れ目などの点検･補修の実施や飼養衛生管理の徹底を
図っていただくと共に、万一の場合には早期発見･早期通報をお願いします。 
  



定期報告について(重要)！！ 

 今年4月に家畜伝染病予防法が改正され、10月に完全施行されました。   
 定期報告については、家畜伝染病予防法の第12条の４に、「飼養衛生
管理基準が定められた家畜の所有者は、毎年、農林水産省令の定めるとこ
ろにより、その飼養している当該家畜の頭羽数及び当該家畜の飼養に係る
衛生管理の状況に関し、農林水産省令で定める事項を当該家畜の所在地を
管轄する都道府県知事に報告しなければならない」と規定され、毎年の定
期報告が義務付けられました。 
 今年は10月1日の状況を12月15日 
までに報告する必要があります。 
  
定期報告内容(平成23年)は、 
  ①所有者の住所･氏名  
  ②管理者が別にいる場合は、 
   管理者の住所･氏名  
  ③農場名称･所在地  
  ④家畜の種類･頭羽数   です。 
 
 各地域で説明会等を開きますので、それらにご参加いただき、期限まで
の報告にご協力いただくようお願いします。 
 なお、来年以降は、その年2月1日の飼養家畜の種類、頭羽数及び衛生
管理の状況を牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのししは4月15
日までに。鶏、あひる、うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥は
6月15日までに国へ報告する必要がありますが、今年の 報告に加え、農
場の平面図(衛生管理区域及びその出入り口を示したもの)、畜舎毎の家畜
の飼養密度、埋却地の確保状況などを記載した添付書類が必要となります。   

消石灰の取扱いに注意してください 

 高病原性鳥インフルエンザ等の防疫対策強化が必要な季節となり、消石
灰を散布する機会が増加すると思われますが、農作業中に肥料用消石灰が
眼に入り(転倒時にバケツに入れてあった消石灰をかぶり両目に入った)、
左目を失明するという事故が起きています。過去にも、消石灰が目に入り、
角膜びらんなどを起こしたという事例も起こっています。 
 消石灰はアルカリ性が強く、眼などに入ると危険である事から、使用す
る際には、保護メガネ、保護手袋、保護マスクなどの着用をお願いします。 



     家畜の異常を発見された場合はご連絡ください。 
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        中国           9月30日 牛･豚･羊/山羊  Ｏ型  

アジア諸国における悪性伝染病発生状況 

 病名   発生国      発生月日     畜種     型   

          中国          10月16日  牛、羊/山羊   Ｏ型   

        台湾          10月19日    豚    Ｏ型   

      ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ  8月21日～9月6日 家きん H5N1亜型   

         ｲﾝﾄﾞ      9月14日      家きん H5N1亜型   

10月31日現在  

            (チベット自治区) 

                 (寧夏回族自治区)  
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※HPAI：高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 

  

所長コラム 

天草地区家畜自衛防疫促進協議会視察研修 

 

１０月２４日～２５日にかけて自衛防疫協議会
のメンバーで鹿児島県の出水市林牧場と曽
於中央家畜市場への研修を実施した。 

○林農場：約３００頭を飼養する黒毛和牛肥
育経営農場であり天草市場から２～３割を導
入している。出荷成績はA５が４０％、A４以上
は８５％以上、天草産の牛も他の産地と同等
の成績を上げているとのことであった。 

○曽於中央家畜市場：全国有数（全国１）の出場頭数を誇る市場である。H２３．９月
の出場頭数は１，８３２頭、雌の平均体重は２７０ｋｇ、平均価格３４３，４９１円、去勢
の平均体重３０２ｋｇ、平均価格４１２，１１３円であった。１０月は１，８３２頭で種雄牛
では天草ではあまり使われていない「鉄平」や「薩摩隼人」など鹿児島の民間種雄牛
が多く見られ、鉄平は百合茂の１８９頭を越え２８０頭であった。 

（写真：曽於中央家畜市場） 


